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北九州市社会福祉協議会 
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～ サポーター の こころ を 結ぶ ～ 

認知症サポーターキャラバン情報紙 

北方校区に地域を支えるボランティア誕生！！



 

 トヨタカローラ博多株式会社（久恒兼孝社長）

は、福岡県内に２１店舗、４３０名の社員がい

ます。北九州市内の店舗は８店舗、これまでに

１１７名の社員が講座を受講し、認知症サポー

ターとして、日々勤務の中でお客様と接してい

ます。「全社員が社会貢献できることをする」と

いう理念のもと、古切手・プルタブ・牛乳パッ

クの回収などにも取り組んでおり、地域貢献へ

力を入れていることが会社の特色でもありま

す。 

この地域貢献の取り組みがきっかけとなり、

認知症サポーター養成講座の開催にいたりまし

た。実際、店舗に来店されたご家族に認知症の

人がいたことがあり、対応に困ったことがあり

ました。講座を受講することによって、その場

の状況に応じた対応を学び、備えるとともに、

認知症の人やその家族のみなさまが安心して来

店できるように、「認知症サポーター養成講座」

を社員が受講しました。 

■ 仕事に活かされる養成講座 

認知症サポーターとしての活動は、次のように仕事

に活かしています。 

① 受講者全社員の名刺に、「認知症サポーター」

を加える 

② 「認知症サポーターのいる店・事業所」ステッ

カーを店舗に貼る 

③ 来店されたお客様への接客・対応 

今後は、新規採用者への認知症サポーター養成講座

を開催していき、企業全体が、より一体となって、認

知症への理解を深め、広めるとともに、次世代につな

げていきます。 

―トヨタカローラ博多株式会社－ 

認知症サポーター養成講座を受講して 

受講した社員からは、「講座で学んだことを今後

の仕事の中で活かしていきたいと思った」、「関心

を持てたし、冷静に対応が出来そうだ」、「仕事上

で、自分自身の生活で役立つ講座だった」などと

いう声があがっています。 

※各店舗に貼っている認知

症サポーターのいる店・

事業所「ステッカー」の

詳細は４ページへ!! 

則松店での受講風景 

認知症サポーター 

のいる店・事業所 

「ステッカー」 
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